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当に感心した。さらにその会社をやめてでも自分に必要と思えば他の会社に行ったりと、行動力のある人たちであ
ると感じた。
　私も仕事に対して、色々と吸収し積極的に行動力のある人材になりたいと強く願った。
まとめ
　このインターンシップで得たものはとても大きかった。目にするものすべてが新しいものばかりで色々吸収する
ことが多すぎて戸惑った。今でもまだ整理が追いつかないほどである。
　会社へアポイントメントをとる事や会社に取材をすることなどはすべてが初めての体験であった。しかし、この
体験を通じて、積極面では成長することができたと感じている。
　中国で働いている社長さんはみなさん信念を貫いて経営をしていた。色々な方がいらっしゃり、苦悩を楽しむ方、
信念を貫く方、一期一会を大切にする方、それになにより、中国で働いている方々は皆輝いていた。
　以前の私は何かやってやろうという気はなく、ただ流されるように生きていた。だが、色々と話を聞くと、「や
ってやるぞ！」、「俺にはこんな夢がある！」など、自分はこうしたいんだ、こうなりたいんだというの「我」を持
っていた。私にはそういった「我」がなく、周りに振り回され、ただなんとなく過ごしていただけであった。私も
これからは、「我」を持って、積極的になっていきたい。
　この研修で学んだことは、大きく分けて二つある。
　一つ目は、中国人の積極性である。彼らは自分の意見は堂々と言う。日本の会社内では部下は上司に対してあま
りもの言わない傾向にあると言える。そのため、上司としても部下が何を考えているかなど意思疎通において積極
性は大事であると感じた。
　二つ目は、「人」とのつながり、そして言葉の重要さである。こういった事は、研修で改めてその難しさを知った。
この二つは社会にでても必要になってくるものであり、今後磨き上げていきたい。
　長岡大学という一つの括りに留まっているのではなく、他大学の学生や色々な方たちと交流することが大事だと
いうことにも気付いた。色々な人の意見を聞き、こういう考え方があったんだ、世界にはこんなものが、こういう
人がいるんだということがわかり、そして「自分」についてと考えるきっかけとなった。
　今回のテクノセンターインターンシップにおける、全ての人たちとの出会いに感謝致します。今回の経験を糧に、
困難に直面しても積極性を失わずに行動できる人材になれるように努力していきます。
